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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和６年６月１４日（金） 

 

２ 確認箇所 

５・６号機タービン建屋（図１） 

 

３ 確認項目 

５・６号機建屋滞留水の状況 

 

４ 確認結果の概要 

東日本大震災以降、サブドレン設備の停止により５・６号機建屋地下階

に地下水が流入している。当設備の復旧工事※が完了し、令和４年３月２

８日から、建屋周囲の地下水汲み上げが開始しているものの、５・６号機

建屋地下階への地下水の流入は継続している。 

５・６号機建屋地下階に溜まっている地下水（以下「滞留水」とい

う。）は、Ｆ１タンクエリアに移送され、浄化処理された後、構内に散水

されている。（前回確認：令和６年４月８日） 

本日は、５・６号機建屋の滞留水の低減対策について、東京電力の担当

者から机上で説明を受けるとともに、５・６号機タービン建屋地下階にお

いて、滞留水の状況を確認した。（前回確認：令和５年１月１９日） 

（聴取内容） 

・ ５・６号機サブドレン設備の再開により、建屋への滞留水の流入量は

低下している。今後、さらに流入量を低減させるために、流入箇所で

ある配管貫通部の補修を計画している。 

（現場の状況） 

・ ５号機と６号機のタービン建屋地下階の滞留水の状況を確認したとこ

ろ、それぞれ約 40cmと約 60cm程度の水位があった。（写真１） 

・ 現場確認時、滞留水の移送（５号機タービン建屋→６号機タービン建

屋）が行われていた。 

・ ６号機タービン建屋地下階の滞留水をＦ１タンクエリアに移送するた

めのポンプ、配管が設置されていた。（写真２） 

・ 確認した範囲では、配管からの水漏れ等の異常は認められなかった。 

 

※５・６号機サブドレン設備復旧工事 

東日本大震災以降稼働を停止していた５・６号機建屋周辺のサブドレン設備（地

下水くみ上げ設備）を復旧するための工事。サブドレン設備の復旧により地下水位

を低下させ、建屋に流入する地下水の量を抑制できる。 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/628473.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/556212.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１－１） 

 ５号機タービン建屋地下階の滞留水 

 の状況 

 

 

（写真１－２） 

６号機タービン建屋地下階の滞留水

の状況 
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（写真２－１） 

６号機タービン建屋地下階滞留水移送

配管の状況 

 

 

（写真２－２） 

６号機タービン建屋地下階滞留水移

送ポンプの状況 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。

 

移送配管 

移送配管 

移送ポンプ（水中） 


